
保護者の皆様
田村市立船引小学校

春休みの生活について

春休みは，進学・進級することを自覚し，前学年の反省をもとに新学年に対する抱負や
目標を確かなものにするよい機会です。規則正しい生活を送り，望ましい生活習慣が維持
できるよう保護者の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

１ 子どもたちの安全のために
（１）外出するときは
・ 午後５時までには家に帰る。

※どこへ ，誰と ，何をする ，何時に帰るのかを必ず確認する。

・ 子どもたちだけで外出するときは，防犯グッズ（ブザー・笛）を持つ。
・ 学区外には子ども達だけでは出かけない。
・ 危ない遊びはしない。（道路上での遊び，工事現場での遊び，火遊び，川遊び等）

（２）交通事故の防止
・ 道路の右側を歩く。
・ 自分の目で左右を見て，車が通らないことを確認してから横断する。
・ 飛び出しをしない。（車の前や後ろを横断するときは特に注意する。）
・ 車に乗るときはシートベルトを必ず着用する。（後部座席でも）
・ 信号をよく見て横断する。
○ 自転車乗りについて
・ ヘルメットをかぶり，きまりを守って乗る。
・ 飛び出し，二人乗り，学区外での乗車はしない。
・ 坂道では，スピードをブレーキで調節して乗るようにする。
・ １・２年生は大人が同伴して乗る。道路では乗らない。

（３）不審者や誘拐，わいせつ被害等の事故防止
・見知らぬ人にはついていかない。
・危険な目にあいそうになったら，
こども１１０番の家などにかけ込む。

・用がないのに店に出入りをしない。
・ゲームセンターは保護者（大人）と
一緒に行く。

（４）メールやSNS，インターネット等での事故防止
・ 有害サイトへのアクセス，メールやＳＮＳ利用による事故やトラブル（個人情報の公開，自画
撮りによる画像送信，いたずらの書き込み）を防止するために，使い方や約束をご家庭で
決めて使う。
・ 午後７時３０分からは，友だちにメールやＬＩＮＥ（ライン）を送らない。
※ フィルタリングを利用して，使い方や約束を必ず家庭で話し合ってください。

（５）火遊びの禁止
・ 火遊びはしない。（子供だけでの花火も含む）
※ ライターやマッチ等は子どもの手が届く場所には置かないようにする。

（６）水の事故防止
・ 川や池，沼，貯水池などでは遊ばない。（氷すべりもしない。）

春休み期間 ３月２２日（土）～４月６日（日）
教室移動〔５年生〕 ３月２６日（水）
離任式 ３月２８日（金）
始業式，入学式 ４月 ７日（月）

※ 詳細については後日文書を配付いたします。

【いかのおすし】の確認と徹底を

○ 知らない人についていかない。

○ 他人の車にのらない。

○ おお声を出す。

○ すぐ逃げる。

○ 何かあったらすぐしらせる。
なに



２ 進んで学習するために
（１）学習の計画を立て，実行する。
・ 午前１０時までは，家庭で過ごす。
・ 毎日計画的に学習できるように見守り，声をかける。
※ 各学年で課題があります。

【学習時間】
１・２年生 １時間以上
３・４年生 １時間３０分以上
５・６年生 ２時間以上

※ 長期休業中のため，通常よりも学習時間を多く設定してます。

（２）読書に親しみ，多くの本を読む。
※ 読書量と学力は相関関係があると言われています。

（３）学習用具を整理し，新年度の準備をする。
※ 絵の具や墨液等の点検や補充もお願いします。

３ 子どもの健康のために
（１）規則正しい生活を

・ 生活のリズムを整える。
・ 早寝・早起き・朝ごはんを心がける。
・ 食べる量や飲む量を適切にする。

（２）病気やけがの予防や治療を
・ 食後の歯磨きを進んで行う。
・ むし歯等の治療をする。
・ 外から帰ったら，うがい・手洗いをする。
・ 急に熱が出たり，せきやのどの痛みが出たりし
たときには，すぐに病院を受診する。

（３）丈夫な身体づくりを
・ なわとびなど，進んで体力づくりをする。

４ 望ましい社会生活のために
（１）家庭での役割を持たせましょう
・ 家族の一員として家事の分担をする。

（２）非行の防止
・ カードの譲渡や売買をしない。
・ 多額のお金や高価なカード等を持ち歩かな
い。

・ 不要なお金は持たない。
・ 万引き，喫煙，飲酒等をしない。

（３）地域とのかかわり
・ 図書館や公民館、公園等の公共施設を利用する
ときは、きまりやマナーを守る。

・ 地域の人にも進んであいさつをする。

◎ 事故等が起きましたら，こちらまでご連絡

ください。
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（伝言メッセージ）

「わが子だけ」でなく，いつでも，どこでも，誰にでも，愛のひと声をかけあいましょう

～田村っ子の ルール１０～

あたりまえのことを
あたりまえに思って
あたりまえに行動する。

ルール① あいさつをしよう

ルール② はっきりとした声で
返事をしよう

ルール③「ありがとう」と言おう

ルール④ 素直にあやまろう

ルール⑤ きちんとかたづけよう

ルール⑥ うそはつかない

ルール⑦ 相手の目を見て話そう

ルール⑧ 時間を守ろう

ルール⑨ 相手のいいところを
見つけよう

ルール⑩ はきものをそろえよう


